


建築学プログラムのおもな科目

教育・研究紹介
特色ある教育：「建築計画演習 I・II」

【都市計画・デザイン演習】
　2019 日本工学教育協会工学教育賞
　　　（業績部門） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
　

近年の主な受賞歴 日本建築史
近代建築史
建築計画学Ⅰ・Ⅱ
建築計画演習Ⅰ・Ⅱ
設計方法論
都市計画学Ⅰ・Ⅱ
都市デザイン論
都市計画・デザイン演習
建築設計製図Ⅰ～Ⅵ

　３年次の「建築計画演習I・II」では、新潟市内の住宅地を対
象として、実際にまちに出てフィールドワークを行います。
　フィールドに赴く前に、まずは海外を対象とした都市住宅
の読み解き方の事例を学びます。そのうえで聴講者の自らの
目で、フィールドをよく観察し、住まいと生活の営みの特徴
を把握し、それらがどのように関わりあっているのか、それ
ぞれの視点で理解する実践的な講義です。

建築環境工学Ⅰ・Ⅱ、演習Ⅰ・Ⅱ
建築環境制御学Ⅰ・Ⅱ、演習Ⅰ・Ⅱ
建築構造解析学・演習Ⅰ～Ⅳ
建築構造設計Ⅰ・Ⅱ、演習Ⅰ～Ⅳ
建築材料・構造実験Ⅰ・Ⅱ
建築材料
建築施工
建築法規
　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

建築学プログラムの研究分野
　建築学プログラムには、「建築材料・構造」「建築環境工学」「建築計画」「都市計画」という四
つの分野の研究室があります。各分野の研究室では、安全・快適で持続可能な暮らしを実現するため
構造・環境・計画・都市をキーワードとして、研究課題に取り組んでいます。

建築計画分野
　建築計画とは、設計する前に概略の方針を決めることを指
します。住む人の価値観や考え方を反映させられるようにす
るため建築計画分野では日本の住居や集落のフィールド
ワーク、中国・フランスの海外住居、学校建築の調査・分析
ネパールの世界遺産都市で住居類型から都市の構成や形成過
程を読み解く研究に取り組んでいます。また、建築デザイン
の実践的提案もしています。（黒野弘靖／棒田恵／宮内杏里）

科学技術交流悠久会館の
建設現場でのデザイン検討

都市計画分野

ボストンの歴史地区（研究対象地）

　成熟期を迎えた日本において豊かな都市環境を創造するた
めには、都市の歴史や文化を尊重し、市民が主体的に参加す
るまちづくりが重要です。そこで、都市計画分野では景観調
査などによって埋もれた地域の魅力を発掘し、自治体や市民
と協力しながら実際の計画策定やまちづくりに取り組んでい
ます。また、海外の先進的な制度を調査し、21世紀にふさわ
しい制度設計の提案もしています。(岡崎篤行／松井大輔）

建築環境工学分野
　建築環境工学分野では健康で快適な建築内外の環境を、最
小のコストとエネルギーで創造するための研究を行っていま
す。地球環境・資源の持続性と、快適性への要求という相反
する要素の両立が、チャレンジングな課題となっています。
住宅内の換気・通風・エネルギー消費パターン、軽くて音を
遮る性能の高い壁構造、環境シミュレーションなどに関する
研究を行っています。（大嶋拓也／有波裕貴）

室内気流に関する流れの可視化実験

建築材料・構造分野
　安全で災害に強い建築物を実現するための研究をしていま
す。建物を構成する柱や壁の地震時挙動の検証実験や、建物
の耐震性能を解析して構造設計に生かす方法を開発していま
す。また、2004年新潟県中越地震や2011年東北地方太平洋沖
地震などにおける建物の被害事例を詳細に分析し、将来、大
地震が起きた時に被害の再発を防ぐための研究も行っていま
す。（中村孝也／寺西正輝）

鉄筋コンクリート柱の破壊実験

※括弧内は分野を担当する教員の氏名です。


